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バ
ス
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
、
特

に
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者
等
の
交
通

弱
者
に
、
そ
の
認
識
が
強
い
。
今
後
、

ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
運
行
計
画
の
作
成

と
持
続
可
能
な
運
行
主
体
の
費
用
負

担
が
課
題
と
な
る
が
、
バ
ス
路
線
が

廃
止
さ
れ
る
平
成
16
年
11
月
の
運
行

開
始
を
目
指
し
た
い
②
公
共
交
通
機

関
が
な
い
こ
と
、
地
域
の
熱
意
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
た
バ
ス
運

行
主
体
の
存
在
が
条
件
と
な
る
。�

���

　
問
　
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
欠
如
か
ら

犬
の
ふ
ん
害
等
の
迷
惑
行
為
が
後
を

絶
た
な
い
が
、
対
策
は
。�

　
答
　
他
に
も
保
護
・
捕
獲
、
放
し

飼
い
等
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点

か
ら
大
き
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、

本
市
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
飼
い
主
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
が
、
ふ
ん
の
放
置
は
飼

い
主
の
特
定
が
で
き
ず
対
応
に
苦
慮

し
て
い
る
。
今
後
、
地
域
へ
積
極
的

に
出
向
き
一
斉
指
導
を
行
う
な
ど
、

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
向
上
に
向
け
効
果

的
な
指
導
方
法
を
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
着
実
に
増
加
す
る
本
市
外
国

人
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
、
外
国
人
市

民
会
議
（
仮
称
）
開
催
へ
の
取
り
組

み
状
況
は
。�

　
答
　
市
民
局
の
諮
問
機
関
と
し
て
、

設
置
が
可
能
な
状
況
だ
。
委
員
数
、�

�����������������

応
募
資
格
等
に
つ
い
て
最
終
的
な
調

整
の
目
途
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
16
年
11
月
ご
ろ
に
委
員
の
募
集
を

開
始
し
、
で
き
る
限
り
早
期
に
開
催

し
た
い
。�

���

　
問
　
屋
外
広
告
物
法
の
改
正
に
よ

り
屋
外
広
告
物
の
規
制
が
強
化
さ
れ

た
が
、
そ
の
内
容
と
本
市
の
対
応
は
。�

　
答
　
簡
易
除
却
対
象
広
告
物
に
、

は
り
札
に
類
す
る
広
告
物
と
の
ぼ
り

旗
が
追
加
さ
れ
即
時
除
却
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
法
に
基
づ
く

適
切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
本
市

屋
外
広
告
物
条
例
の
簡
易
除
却
制
度

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
定
等
に
つ

い
て
11
月
議
会
に
改
正
案
を
上
程
す

る
予
定
だ
。
今
後
、
国
体
開
催
に
向

け
、
美
し
い
岡
山
と
な
る
よ
う
関
係

機
関
と
も
協
調
し
て
い
き
た
い
。�

���

　
問
　
行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
行

政
相
談
会
を
、
本
市
で
行
う
弁
護
士

等
の
無
料
相
談
会
と
共
同
開
催
す
る

考
え
は
。�

　
答
　
現
在
は
相
続
や
境
界
問
題
等

の
相
談
が
多
い
が
、
行
政
庁
へ

の
申
請
書
類
や
著
作
権
、
行
政

手
続
法
に
関
す
る
相
談
な
ど
新

し
い
分
野
が
開
け
る
こ
と
と
な

る
。
今
後
、
地
方
分
権
の
進
展

に
伴
い
市
役
所
の
役
割
が
増
す

こ
と
か
ら
、
必
要
性
が
高
ま
る

分
野
と
考
え
て
お
り
、
正
式
な

申
し
出
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。�

���
　
問
　
平
成
16
年
７
月
か
ら
救
急
救

命
士
に
よ
る
心
肺
停
止
患
者
へ
の
気

管
挿
管
が
可
能
と
な
っ
た
が
①
有
資

格
者
の
養
成
は
②
普
及
に
向
け
、
医

師
の
指
導
・
助
言
等
に
よ
り
医
行
為

の
安
全
等
を
保
障
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
状
況
は
。�

　
答
　
①
17
年
度
は
四
名
を
予
定
し

て
お
り
、
県
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
協
議
会
で
の
実
習
受
け
入
れ
病

院
選
定
後
、
順
次
受
け
入
れ
を
要
請

し
た
い
②
医
師
に
よ
る
指
導
・
助
言

等
の
体
制
確
立
に
よ
り
15
年
度
か
ら

包
括
的
除
細
動
も
開
始
さ
れ
た
。
今

後
、
医
師
会
や
各
医
療
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
救
命
士
の
教
育
実
習
を

充
実
さ
せ
資
質
の
向
上
に
努
め
た
い
。�

���

　
問
　
乗
馬
療
法
の
実
施
に
向
け
①

牧
山
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
を
馬
場
と

し
て
活
用
し
て
は
②
ラ
ポ
ー
ト
牧
山

に
き
ゅ
う
舎
を
置
い
て
は
。�

　
答
　
①
か
ね
て
か
ら
の
検
討
課
題

で
あ
る
利
用
促
進
や
波
及
効
果
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
、
解
決
す
べ
き
課

題
は
あ
る
が
前
向
き
に
考
え
た
い
②

乗
馬
療
法
に
は
教
育
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
ラ
ポ
ー
ト
牧
山
は

学
校
の
機
能
を
持
ち
、
さ
ら
に
自
然

に
恵
ま
れ
地
域
の
協
力
も
得
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
体
験
活
動
の
場
と
し
て

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
き

ゅ
う
舎
と
し
て
の
使
用
は
可
能
と
考

え
る
。�

���

　
問
　
地
球
温
暖
化
防
止
に
効
果
の

あ
る
屋
上
緑
化
を
①
試
験
導
入
し
た

浦
安
総
合
公
園
図
書
館
の
断
熱
効
果

は
②
本
市
独
自
で
推
進
し
て
は
。�

　
答
　
①
屋
上
の
植
栽
部
分
と
そ
の

他
の
部
分
で
表
面
温
度
差
が
摂
氏
約

十
度
あ
り
、
室
内
温
度
の
低
下
が
推

測
さ
れ
る
。
平
成
16
年
度
は
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
管
理
棟
に
計
画
し
て
お
り
、

さ
ら
に
効
果
等
の
検
証
を
行
い
た
い

②
16
年
３
月
に
市
環
境
保
全
条
例
を
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